訪ねた。ペテネラさんは少し変わったオニイサンだった。
「わあ、ありがとう!いや、ぽくの家系は物を大切にするのがモットーでして。うれしい
なあ……そうだ、お礼をしなくちゃ。このぼくのよそいきの靴下をどうぞ。まだ5年しかは
いてない、新品同様なんです。少し臭うけど……大丈夫!遠慮なく使ってください!」
その靴下の臭いは少しなんてものじゃなくて、メガトン級!その臭いのせいでポーラな
んか貧血を起こしかけたほどだ。けれど、せっかくの好意だし……。
「あ、ありがほう。らいりにひまふ(ありがとう。大事にします)……
『ペテネラの靴下』を入手した。アイテムリストにチェックして…………………410ヘ
410へ
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「はい!」変なモノが気になって、ぼくは意を決して言った。しかし……。
「なーんだ。じや、用はない。とっとと出てきな」
おやじさんはプイとそっぽを向いてしまった。あれえ?『はい』って言ったのに……。
「ネス、ここじゃ、『はい』は『いいえ』で、『いいえ』が『はい』だよ!」
ジェフにつつかれて気付いたときにはすでに遅く、おやじさんはスネて店の奥へ消えてし
まっていた。これ以上ここにいてもしょうがないので、ぼくらは店の外へ出た。〓527

